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＜連絡事項＞
・12月30日（土）まではモーニングミーティングはあります。
12月31日（日）から1月3日（水）のモーニングミーティングはありません。
1月4日（木）から通常通り実施します。

・湯たんぽ、西病棟に貸してます。

・南CS担当スタッフより年末年始を踏まえて多めに補充したいと連絡あり、
各場所に保管しています。

＜入室状況＞
【転出】
・金田　清一様～東病棟C4号室→南病棟D208号室

【ユニット移動】
・鈴木　和則様～東病棟Bユニット3号室（本人A15）→東病棟Bユニット3号室

＜患者様連絡事項＞
・橋本　キヨエ様～主治医確認行い、持参薬（アナストロゾール、ラジレス錠）再開指示。

・川村　和弘様～持参薬1/3～当院切替となっている。

・栗橋アイ子様～12/27血液検査にてHCV抗体（+）。

・伊藤　のり子様～皮膚掻痒感から貼付剤剥がしていること主治医へ報告。リバスチグミンテープ本日分で終了。明日からドネペジルへ変更開始。ハルロピテープは治療上変更不可なため継続、患部に関して皮膚科診察行うよう指示。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室や他患、スタッフの手を引っ張る等の迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。自室内では脱衣行為、不潔行為なし。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。自室内で不穏さなく過ごされている。12:10本人希望にてロキソプロフェンNa60㎎1T内服。体温36.0℃。鼻汁持続、軽度の咳嗽あり。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。



＜田名部Dr.診察＞
・青木　昭弘様～興奮やテーブルを叩いたり等の衝動的な行動をしないよう説明されている。
同内容13日分処方。

・長瀬　伸也様～診察時、自分勝手な訴えを一方的に話される。

・小笠原　久年様～同処方7日分処方されている。

・中居　伊佐男様～診察時帰宅要求あり。同処方13日分処方となる。

・若沢　理子様～診察時布団を被り頷くのみ。

・泉川　ケイ子様～診察時退院後の生活の不安感の訴えあり。

・太田　留美子様～同処方14日分処方となる。

・立花　圭様～今後内服薬を減らし、貼付薬を試していく方向となる。本人了承。

・袴田　将志様～引き続き飲水状況観察の指示受ける。明日採血予定。

・成田　富士子様～診察時、興奮し支離滅裂に「全部私がやりました」などと訴えている。
感冒症状の訴えあり、PL顆粒2日分処方となる。

・田中　敬様～臨時薬同内容で7日分処方。

・鈴木　和則様～持参薬1/1よりアタラックスPのみ継続処方となる。
グリチロン酸、クロルフェニラミンマレイン酸は飲みきり中止となる。

・丹内　栄子様～脱衣行為、、迷惑行為について注意を受けている。

・赤石　陽介様～診察時、「十和田の施設は嫌です、友達と離れたらまたこの前と同じことするかもしれない」と話される。
インターネットで検索したという、ケア付きアパートに入りたいと。
施設名不明。
田名部Drより引き続き退院先については検討していきましょうと
説明うけている。

・高橋　亮様～診察時左腕の痺れの訴えあり。
プレガバリンＯＤ錠７５ｍｇ 2 錠 朝夕食後　12日分処方となる。
田名部Dｒよりレクチャー6実施。
また先日のアルコールプログラム内での発言について報告。
アルコールプログラムは引き続き実施の指示受ける。

＜馬渡Dr.診察＞
・宮崎 宏之様～臨時薬アリピプラゾール中止、シクレスト増薬となり7日分処方。

・佐々木 理佳様～臨時薬同内容にて7日分処方。年末年始の外泊許可あるも、食べ過ぎないように注意するように説明している。

・寺井 恵利子様～診察室への移動を拒否され部屋から出られず。主治医より、拒薬時スキップ可だが、なるべく服用試みてみるように指示あり。臨時薬に関しては明日の採血結果をみてから決めるので、明日指示受けお願いします。

・河津 繁吉様～臨時薬同内容にて7日分処方あり。主治医へ日赤HPあての紹介状は作成依頼している。

・河又 京子様～臨時薬メマンチン増薬となり、7日分処方。退院にむけ早急に動き進めるように指示あり。

・下口 政子様～臨時薬同内容にて7日分処方。


＜皮膚科診察＞
・伊藤　のり子様～腹部皮疹は治癒との事。胸部外用薬貼付部位発赤あり、デルモゾールDP軟膏塗布の指示。

・矢倉　アツ子様～胸部～上腹部にかけて暗紅色に変色しており、皮膚の湿潤、軽度落屑見られている。本日診察にてエキザルベ軟膏を広範囲に塗っていくようにと指示有り。エキザルベ軟膏3本処方。

・赤石　陽介様～両足先～趾間に発赤、落屑、痒みあり。テルビナフィンクリーム1本処方され、1日1回塗布するようにとの事。他部位は特変なく同前処置の指示。エキザルベ軟膏1本処方。

・澤口　利香様～皮疹は軽快しつつあるとの事。同前処置にて経過見ていく。

・小笠原　久年様～特変なし。同前処置。爪の一部稍軽快しているとの事で、次回爪切り検討。

・飯田　修子様～両趾間　特変なし。同前処置の指示あり。

・藤井　崇史様～本日皮膚科受診。頭部、顔面は軽快しているとの事。同前処置継続。
尿素クリーム1本処方頂いている。

・鈴木　和則様～皮疹は軽快している為、依然と同様の処置継続の指示。
下肢の乾燥にヘパリン類似物質クリーム塗布するようにと。
ヘパリン類似物質クリーム1本、フェキソフェナジン2T×朝夕食後7日分処方。

・佐々木　保夫様～足趾皮膚状態軽快しているとの事。
同前処置にて経過観察行っていくようにとの指示。


・水梨　孝純様～踵部位裂傷なく経過。同前処置にて経過観察行っていくようにと。


[bookmark: _GoBack]＜入院患者様情報＞
日　　時：令和5年12月28日　14：00
　氏　　名：江刺家　惠子（えさしか　けいこ）様
　生年月日：昭和28年12月21日（70歳）
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr　　
　サポート医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症

　
　＜経過＞
　統合失調症により当院入院歴6回あり。最終入院期間(R5年
11月30日～R5年12月20日)薬物療法・精神科リハビリテー
ション継続により妄想など精神症状の静穏化が図れていた。
しかし、こだわり強く欲求が満たされない場面では不安・焦
燥感の増大につながる場面があった。
　R5年2月頃より発熱・腹部膨満感・灰～コアグラ混じりの
血性尿持続。左腎結石および腎膿瘍の所見により抗菌薬投与
開始。その後、本人・家族より専門医での治療希望あり平和
病院（泌尿器科）にてフォロー中。同年11月15日全身麻酔・
経尿道的尿管ステント留置術11月28日・12月22日経尿道的
腎結石砕石術後発熱有り一時退院延期となるがその後全身状態
安定したことから当院への転入院依頼のあり。東病棟合併症室
へ医療保護入院となる。
